
今年も守谷市近隣の障がい児者施設や団体による、
手作り品や野菜などの展示・販売をしますので、
皆さんのご来場をお待ちしてま～す。
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守谷市地域ケアシステム推進講演会
　３月１６日、守谷市中央公民館を会場に、市民、民生委員、福祉・

医療・行政関係者等約２５０名が参加し、「守谷市地域ケアシステム

推進事業講演会」を開催。この講演会は「認知症の人が地域で生きき

ることを支えるために～人が真ん中のまちづくり～」と題し、大牟田

市中央地区地域包括支援センターの猿渡進平管理者をお迎えし、大牟

田市で実践した認知症の人を地域ぐるみで支えた取り組みの軌跡や介

護者の切実な声などを交え、取り組んだ実践例などをお聞きし、地域住民、行政、関係機関との距離を

少しずつ近づけることが、お互いが出来る事で助け合う地域づくりが出来るのではと改めて実感した。

　ボランティア協会
　　　交通安全マスコット祈願・配布・総会
　４月５日、毎年恒例のボランティア協会会員手作り交通安全マス

コット（約６００個）に今年度は高野小学校児童が考えた「交通安全

標語」を付け、板戸井にある清瀧寺において交通安全祈願。祈願され

たマスコットは、翌日８日、イオンタウン守谷での「春の交通安全運

動キャンペーン」に協会員も参加し、式典後、買い物客に安全運転や

交通ルールを守るよう呼びかけ、手渡された。

　５月１４日、市役所大会議室を会場に平成２６年度守谷市ボラン

ティア協会総会が開催され、金高協会長、下村事務局長のあいさつの

後、平成２５年度活動・会計監査報告、役員改選、平成２６年度活動

計画・予算の審議を行った。その後、東日本大震災から３年が過ぎ、

改めて震災を記録したＤＶＤを鑑賞し、いざというときの備え、ボラ

ンティア活動について考える勉強会となった。

高野子どもヘルパー修了式
　３月２日、高野公民館において、「高野子どもヘルパー修了式」を

開催。今年度活動した高野小学校４・５・６年と松ケ丘小４年生、保護者・

関係者も交えて今年１年の活動を振り返りながらや感想などを報告。

　その後、４２名の子どもヘルパーに修了書が手渡された。今後、６

年生は中学校での活躍を期待とともに４・５年生から「もっと子ども

ヘルパーをやりたい！」とうれしい声も聞かれ、高野支部長は、平成

２６年度も新たな子どもヘルパーを迎え、継続することや修了した子

どもヘルパーには、改めてリーダーとしての活躍を期待していた。
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ボラさんといっしょ！ふれあいボランティアスクール参加者募集
　伊奈特別支援学校ＰＴＡでは、同じ地域に住む支援を必要とする子どもたちが、地域のちょっとし
たサポート（支援）を受けながら、地域の子どもたちと遊んだり、出かけたり、地域の人たちと交流
することで、社会の一員として生活していくステップへとつながっていくと考え、このボランティアス
クールを開催します。参加には特別な資格は必要ありません。
　ぜひ、特別支援学校の子どもたちと交流をしながら、理解していただけるこのボランティアスクー
ルへのご参加、お待ちしています。

平成２６年度予定（日時、会場及び活動内容等）
○講　座：平成２６年６月２８日 ( 土 )、７月１９日 ( 土 )、８月２日（土）、９月２３日（火）、
　　　　  １０月２５日 ( 土 )、平成２７年１月３１日 ( 土 ) の午前１０時から１２時　
　会　場：伊奈特別支援学校
○体　験：平成２６年６月７日 ( 土 ) ～ 平成２７年１月
　会　場：伊奈特別支援学校学区内（４市）の会場で開催
☆日時、内容は変更する場合があります。１回のみの参加でも大歓迎です。
　詳しい日程・内容等については下記までお問い合わせ下さい。
○参加費：無料（但し、交通費・食費等の必要経費は各自負担）
○申込・問合せ先：茨城県立伊奈特別支援学校：河島・相澤
　・問合せ先：つくばみらい市青古新田３００　TEL ０２９７－５８－８７２７

●先進的なリハビリ！
　３月７日、社協高齢者福祉委員８名が、平成８
年に保健医療に関する専門的医療系大学として
開設した茨城県立医療大学。その翌年、公立大学
では全国で初めて附属病院が開院した阿見町に
ある「茨城県立医療大学附属病院」を視察。当日は、管理課の梅井主任から病院の概要などの説明があり、その後、
リハビリテーション部の居村先生からは理学療法室や作業療法室など見学しながら、日頃の機能訓練やリハビリの
状況など、機器や器具の使用方法など交えながら説明を聞き、改めて早期の効果的なリハビリテーション治療や大
学と連携した人材の育成の重要性などを認識する視察となった。

●親子１日遠足！
　３月３０日、社協児童福祉委員会企画で今年も「ひとり親１日遠足」に親
子７組、委員等２６名が参加し、実施。今年は「大子おやき学校と袋田の滝」
へ！当日は朝から雨雲が広がり、着くころには雨が降り出すあいにく天気で
したが、おやき学校では、元小学校の教室で「親子でおやきづくり」に挑戦。
何人かの班に分かれ、先生の指導のもと、生地を伸ばし、中には、用意され
たリンゴジャムやかぼちゃのあんなどを包み入れ、丸めたり、キャラクター

などの形にしたりして・・・！その後、約３０分！蒸し焼きになったおやきが出来上がり！上手にできたおやきに
は先生から「合格」の焼印付き！さっそく出来たてをパクリ！外の雨など忘れる笑顔が広がった。その後、雨の中
の「袋田の滝」は、逆に水量が多く、より一層雄大な眺めを観ることができ、みんな滝をバックに記念写真！
　帰りもバスの中でもゲームなどをしながら帰路についたが、参加した男の子に「今日は楽しかった？」と聞いて
みると「楽しかった！」との笑顔が返ってきた。
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大井沢地区
　大井沢地区内を 5 地区に分けて、地区ご
とに取り組んでいますが、今回は、4 月 6 日、
大山新田地区で川の一里塚での花見会を紹
介します。当日は、子どもから高齢者まで
多くの地域の方が参加し地域交流を行いま
した。

高野地区
　高野地区では、3 つのチームに分かれ、取
り組んでいますが、そのひとつのネットワー
クチームが「高野ボランティア講座」を開催
し、その受講生による「高野地域ネットワー
ク」を 3 月 30 日に設立。今後は「人と人と
の 絆 を つ な ぎ、
あったかい地域
を 目 指 し て 」、
地 域 の 助 け 合
い、お困りごと
などの支援活動
を予定。

地域ごとに「市民の力で地域の幸せづくり」を取り組んでいます。
今回は「大井沢地区」と「高野地区」からのご報告です！

もりやのしあわせ　みんなで築こうもりやのしあわせ　みんなで築こうもりやのしあわせ　みんなで築こう
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１
０
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ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
茨
城
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場
㈱
で

は
、
社
員
の
地
域
へ
の
社
会
貢
献

活
動
に
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し
、「
エ
コ
マ
イ
レ
ー

ジ
」
を
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行
し
、
１
年
間
の
ポ
イ

ン
ト
を
社
で
独
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額
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算

し
、
そ
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茨
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す
。
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０
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０
０
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し
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。災

害
義
援
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告

東
日
本
大
震
災
義
援
金

平
成
26
年
３
月

（
敬
称
略
）

・
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養
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人
ホ
ー
ム
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林
荘
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０
０
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０
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０
０
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３
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額 
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９
９
円
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同
募
金
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平
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年
３
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31
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も
っ
て
、
東
日
本
大
震
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付
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し
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。
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９
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３
３
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２
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３
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専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※�予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
事務局まで電話にてご予約ください。

　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　��４８−５５５５
����◇毎週金曜日　午前10時から午後３時

電話相談

　守谷市社会福祉協議会では、独り暮らしや高齢者のみ世帯のみなさんに、電話を通じてお
話をさせていただき、孤独感やご不安等の解消を図るため、電話相談員による「ふれあい電
話訪問事業」を実施します。

●対　　象：市内在住のおおむね６５歳以上の独り暮らしや高齢者のみの世帯
●実 施 日：隔週火曜日・水曜日のいずれかの午前１０時から午後３時の間
　　　　　　（※ 祝日・年末年始はお休み）
●費　　用：無　料
●申込方法：ご利用を希望される方は、直接、社会福祉協議会事務局電話（４５）００８８
　　　　　　までにご連絡いただくか、お近くの民生委員にご連絡下さい。
　　　　　　後程、申込書に記入いただき、日時等を調整させていただきます。

守谷市社会福祉協議会
嘱託職員募集

（生きがい活動支援通所事業）

福祉・介護職場就職相談会

ふれあい電話訪問利用者募集！

　福祉・介護職場への就労を希望する方等を対象
に、茨城県福祉人材センターでは就職相談会を守
谷市で開催いたします。お気軽にご参加ください。

●相談日時：平成２６年６月～平成２７年３月
 の毎月第３木曜日
 午後１時３０分～３時３０分
●会　　場：いきいきプラザ・げんき館
●相談内容：求職に関する相談、福祉の仕事・
 資格等の相談、求人に関する相談
●参加対象：福祉の職場に就職を希望する方
 福祉の職場に関心のある方
 福祉の仕事・資格取得に関心の
 ある方や求人事業所の方
●相 談 員：キャリア支援専門員
●申込方法：相談は無料
 事前予約をお願いします。
 各相談日の前日までに、茨城県福祉
 人材センター（電話：０２９－２４４
 －４５４４）で予約願います。

　守谷市社会福祉協議会では、介護予防事業「い
きいきプラザ・げんき館」や「ミ・ナーデげんき館」
での嘱託職員を募集してます。

●採用人数：１名
●応募資格：介護福祉士の有資格者
 普通自動車免許保持者
●勤務内容：利用者への生活支援・体操指導
●勤務時間：月曜日から金曜日
　　　　　　午前８時３０分～午後５時
●給 与 等：月給１５０, ０００円
●申込方法：市販履歴書に必要事項を記入し、有
 資格書の写しを添えて、平成２６年
 ６月３０日（金・必着）までに、８ 
 ページの申込み先まで（窓口直接・
 郵送）申込み下さい。
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　各募集等のお申込み、お問い合わせは
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局まで！
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

ほほえみサービス　協力会員養成講座　受講生募集
　ほほえみサービスは、高齢者の方や体の不自由な方、産前産後の方やそのご家族の日常生活上の負担
を少しでも軽くするため、〝たすけあいの心″をもった地域の人々の協力により行う会員方式の家事援助
サービスです。現在、協力会員が不足しています！ぜひ、今回の講座をきっかけに空いている時間を活
用して、日頃の家事や介護の経験を地域で活かしてみませんか！

●期　　間　平成 26 年 8 月 26 日（火）から
　　　　　　10 月 7 日（火）まで　全 4 回

●会　　場　守谷市保健センター

●募集定員　20 名（定員を超えた場合抽選）

●対　　象　協力会員として活動を希望する方

●受 講 料　1,000 円（資料・実習費他）

●申込方法・問い合わせ先　
　内容をご確認いただき、平成 26 年７月 18 日（金）
　までに下記まで、電話でお申込みください。

日　時 講座内容（予定）

8 月 26 日（火）
13：30 ～ 15：00

・開講式
・「高齢者の身体について」
　講師：陽だまり　片桐真奈美氏

9 月 2 日（火）
13：30 ～ 15：00

・「介護の知識と技術」
　講師：守谷市社協ヘルパー

9 月 30 日（火）
13：30 ～ 15：00

・「掃除のマメ知識」
　講師：ダスキン守谷店

10 月 7 日（火）
10：00 ～ 14：30

・「高齢者の食事」（調理実習）
　講師：守谷市包括支援センター
・ランチ座談会
・閉講式


